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｢質量分析｣ と聞いても何のことか理解しにく
いと思われる｡ 顕微鏡で見てわかるようなもので
あればどこに何があるという具体像が把握できる
であろう｡ 一方, 質量分析は分子の違いを分析ソ
フトで表示できたり, さらにイメージング質量分
析では分子の組織内での分布も表示できる｡ その
ような高度な技術がなぜ可能となったのか｡ 分子
をイオン (荷電粒子) にして, 重さ別に並べるこ
とで, その情報を分析して, ある特定の分子であ
ることを同定するという基礎技術を応用すること
で発展してきた｡ また, 分子を壊して, その破片
をそれぞれ分析することで, 後でその分子を再構
成した状態を推定して, 分子の特徴を把握するこ
とができる｡ ある分子は, きまった壊れ方, き
まったイオン化を受けるので, データベースがあ
れば, 未知の分子を特定することができる｡ また,
�つの分子濃度を測定することも可能であり, �
つの試料で類似分子を同時に測定することも可能

であるなど非常に便利な技術である｡
質量分析器による測定は, 通常いくつかの段階

を経て行われる (図�)｡ 適切な試料の前処置を
行い, 大まかにクロマトグラフィーで分離を行う｡
次に質量の差による分離を行う事前処理として,
イオン化を行うことが必要である｡ そして, 質量
分析機 ( !) でイオン源を使用してイオン化さ
れた試料を, 磁場, 電場をかけて質量による運動
性の差を分析する｡ または純粋に質量の差によっ
て検出器へ到達する時間で分離 ( "#$%&'()
 !) して, 試料中の多くの物質の質量とイオン
化を測定することができる｡ 測定された分子は単
に ｢その分子の質量 (*)｣ ではなく, 質量 (*)
とイオン化電荷数 (+) の比 (質量電荷比：*,+)
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